
2025年3月10日から21日に開催された
CSW69のテーマは「北京＋30」

これは国連の経済社会理事会ECOSOCの
2022年決議（2022/5）で決まりました。



3月10日9時半の開会式では

事務総長も 総会議長も



北京宣言と行動綱領の結果

多くの国で，暴力に関する法的な規定が変更され，シェルターなどの
支援が提供されるようになった

多くの国で，雇用における「ジェンダー」に基づく差別禁止法（の萌
芽）が成立し，教育における格差が改善され，無償ケアの問題も認識
されるようになり，経済的エンパワーメントの道を開いた

女性・平和・安全保障に関する国内行動計画を策定した国が3桁にな
った。が，十分な資源配分がないのが実情



それでも ジェンダー平等への道は
遠い

ジェンダーに基づく差別は，社会の構造だけでなく，私たちの無意識の内
に潜んでいることが・・・あるが，それを踏まえて，問題に取り組もう！

さまざまな「地球の危機」がジェンダー平等を不平等へと押し戻すきっか
けとなっている

・武装紛争の増加

・極貧層の増加

・政治への影響を象徴する国家元首がいない国がまだ過半数（58.9%）

・デジタル世界での暴力が増加

・ジェンダーだけでない，複合的差別と排除の克服は一筋縄ではいかない



『女性・平和・安全保障』を
世界に訴えるのに

NGOができることは何か？
CSW69に参加して

2025年5月16日

国連NGO国内女性委員会

紙谷雅子





2000年のWPSに関する国連安保理決議1325号以降
状況は悪化

武力紛争が増加

武力紛争の影響を受ける女性たち

死亡が激増，性暴力被害も急増，（迫害・紛争の激化・暴力による）難民増加

食料，医療，教育・・・誘拐と強制婚・人身売買も・・・

紛争に関する「女性の声」はメディアに反映されない

平和構築など和平過程における女性の貢献の結果は

より恒久的で実施されると評価されているにもかかわらず

無視されがち・・・

女性は「影響力」を得，「声」を上げることで標的となり，攻撃される

安保理での情報提供，人権擁護者として活躍，積極的に発言すると・・・

そして・・・紛争地域の国内人権擁護機関は，人権保護に消極的



平和への訴えが基本

女性だからではなく

武力紛争は「私たち」を
被害者にも加害者にもするから





女性の影響力 それは数の問題？

国家元首？

過去＋現在 41% 現在は 14％

安保理のメンバー？

常任理事国では22％，全体では33％

議会のメンバー？

27％ 紛争地域では21％

内閣のメンバー？

23％ 紛争地域では19％

（選挙で選出された）地方政府では？

36％ 紛争地域では20％





ジェンダーに基づく暴力は支配「戦略」

兵士募集・地域の（人的・天然）資源支配

被害者に対するサポートとそれをエンパワーメントに
転換することが重要性



紛争地域は，しばしば，家父長制社会
力による支配の論理が優位

社会の資源は人々の生活環境の改善ではなく，軍備拡張に費やされる
人々は，暴力の被害者として保護されることを期待？

暴力を生き延びて，生き抜く能力をつけたい女性たち

サポートを，どうしたら，エンパワーメントに転換できるか？



日本の外交政策におけるWPS

対外的な戦略？

国内的には？ 災害リスクに応用

防衛省・警察庁・法務省・消防庁・海上保安庁などなど
省庁横断的

外務省単独の施策ではない
持続可能な平和を実現するには市民社会の協力が不可欠という

政府の認識を反映？



WPS行動計画：現在，第3次
・・・ 監視と評価

国内で強調されるのは災害のリスク削減政策
省庁横断的

国外ではジェンダー・センシティヴな政府開発援助
女性を主体として





次の世代に受け継ぐべき課題？

女性も，ユースも，変革の媒体 本当？

今のリーダーたちに対する失望？

今の，主権国家中心の国連の機能不全に失望？



平和と安全保障

国家から見た安全保障
（国外の）敵に対抗する

相手の行動に対する抑止手段としての軍隊

人を中心に考える安全保障
日常的に安全に暮らせる

暴力に晒されない・差別されない・抑圧されない



21世紀，安全保障の変質

戦う機能の「アウトソーシング」

18世紀以前のヨーロッパの軍隊は「傭兵」

19世紀の国民国家の軍隊は国民に「発砲しない」神話

21世紀，専門家募集の人材獲得競争は略奪を正当化する？

「国家」ではない「ならず者集団」への攻撃は

人道的保護と救援＝他国に派兵しても「侵略」ではない？



ジェンダー主流化は平和をもたらすのか？

国連憲章は全面的な軍備放棄の未来をイメージし
ていた

WPSアジェンダは，地域紛争における武装解除，
武装集団の解体と市民社会への復帰・統合を計画
するが，それは，地域・集団限定的で小規模な武
器の返還にとどまる





北京会議で宣言や行動綱領を書き上げた
北京のベテランたち

今どきの日本語で表現すると，レジェンド？

彼女たちは，新しい概念を提供した・・・つもりだったのに，

目新しい言葉だけが取り出され，

この30年，肝心の概念は忘れ去られていると，心配している



WPSの出発点も，NGOsの提案
平和を希求していたはずなのに

主権国家間の争いは，減少傾向？
武装勢力の間の争いは，増加中

WPSでも理念と現実とは乖離しつつある？



WPS

NGOsが国連の政策方針に影響を及ぼすことは可能！

自分で提案した政策に取り込まれてしまう危険は・・・ある



サイド・イヴェントの参加者について

CR-9の収容規模は最大46人
登録者59人段階で登録を中止

登録者に招待メールを発送したが・・・若干混乱あり
当日は空席の様子を判断しながら待機した人にも入室を許可

壁に置いた椅子も「満席」だったので，51人？

UN WebTVでの配信 視聴者数は不明
https://webtv.un.org/en/asset/k1h/k1hrbdtarz

現在でも，見ることができます！！！

https://webtv.un.org/en/asset/k1h/k1hrbdtarz




国別＜申込者61人と出席者51人の＞人数
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ご清聴ありがとうございました！
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